
▼
日
時　
９
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
15
時
45
分
～
16
時
30
分

▼
受
付　
当
日
15
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

▼
対
象　
一
般（
小
・
中
・
高
校

生
も
大
歓
迎
）

▼
申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接

来
館
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
の
や
っ
て
る
で
シ
ョ
ー
】

　
毎
度
お
な
じ
み
の
「
こ
ん
な
の

や
っ
て
る
で
シ
ョ
ー
」。
身
近
な

材
料
で
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。
家
族
で

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
９
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
19
日（
日
）

　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
13
時
～
13
時
30
分

▼
場
所　
み
ん
な
の
部
屋

▼
対
象　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

　
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

▼
申
込
方
法　
不
要
。
材
料
が
な

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
パ
レ
ッ
ト
お
お
さ
き
）

☎
91
ー
８
６
１
１

大
崎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

パ
レ
ッ
ト
お
お
さ
き
の

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
の
際
に
は
、

検
温
や
連
絡
先
記
入
、
マ
ス
ク
着

用
、
手
指
消
毒
、
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
星
を
見
る
会
】

　
天
体
望
遠
鏡
で
季
節
の
星
や
天

体
を
観
望
す
る
会
で
す
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
、木
星
や
土
星
、フ
ォ
ー

マ
ル
ハ
ウ
ト
で
す
。

▼
日
時　
９
月
25
日（
土
）

　
　
　
　
19
時
30
分
～
20
時
15
分

▼
受
付　
当
日
19
時
～
19
時
30
分

▼
場
所

　
晴
天
時　
ふ
れ
あ
い
広
場

　
荒
天
時　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

▼
定
員　
30
人（
当
日
先
着
順
）

▼
そ
の
他　
中
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
。
荒
天
時
の
み
、
天
文
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
特
別
投
影
を
行
い
ま
す
。

【
大
人
の
天
文
塾
】

　
参
加
者
相
互
の
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
、
星
空
や
宇
宙
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
天

文
学
を
学
ぶ
人
や
お
子
さ
ん
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
受
付
14
時 

記
念
講
演
15
時

▼
場
所　
大
崎
市
民
会
館

▼
講
師　

岡
崎
朋
美
氏（
元
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選
手
、
長
野
五

輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）

▼
演
題　
ど
こ
ま
で
も
挑
戦

▼
定
員　
２
０
０
人（
先
着
順
）

▼
対
象　
大
崎
圏
域
内
に
居
住
ま

た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▼
申
込
方
法 

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

大
崎
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
91
ー
８
６
１
１

（
受
付
時
間
９
時
～
17
時
・
月
曜

日
は
休
館
）イ

ベ
ン
ト
中
止
情
報

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
防
止
と
参
加
者
・
関
係
者

の
健
康
を
最
優
先
し
、
次
の
催
し

を
中
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
第
37
回
秋
の
山
唄
全
国
大
会

●
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
秋
の
山
唄
全
国
大
会
事
務
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内

☎
43
ー
２
１
１
９

▽
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
内

☎
43
ー
３
０
０
１

▼
募
集
人
数　
１
人

▼
資
格　
昭
和
61
年
４
月
２
日
～

平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▼
給
与　

大
学
新
卒
者
の
場
合

１
８
２
，
２
０
０
円
～（
令
和
３

年
４
月
現
在
）

▼
試
験
日　
　
９
月
19
日（
日
）

▼
受
付
期
間　
７
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
　
～
８
月
16
日（
月
）

▼
そ
の
他　
詳
細
は
、
宮
城
県
町

村
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
町
村
会

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
９
２
０
１

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
設
立
50
周
年
記
念
式

典
・
記
念
講
演
会
を
開
催

　

大
崎
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

は
、
昭
和
46
年
８
月
に
設
立
し
て

か
ら
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
９
月
20
日

（
月
）に
、
大
崎
市
民
会
館
を
会
場

に
記
念
式
典
と
記
念
講
演
を
開
催

し
ま
す
。

　
記
念
式
典
は
招
待
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
記
念
講
演
は
大
崎

圏
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
も
参
加
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
日
時　
９
月
20
日（
月
）

に
す
る
と
と
も
に
、体
育・ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
と
行
政
上
の
基
礎
資
料

を
得
る
た
め
、
体
力
・
運
動
能
力

の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
測

定
項
目
は
、
握
力・上
体
起
こ
し・

長
座
体
前
屈
・
反
復
横
と
び
・
20

ｍ
往
復
持
久
走
・
立
ち
幅
跳
び
の

６
項
目
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分

の
体
力
を
把
握
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時　
９
月
25
日（
土
）

　
午
前
の
部　
９
時
～
11
時

　
午
後
の
部　
13
時
～
15
時

▼
場
所　
涌
谷
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館

▼
対
象　
20
歳
～
64
歳

▼
参
加
費　
無
料

▼
持
参
物　
運
動
に
適
し
た
服
装
、

室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

▼
申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
９
月
17
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

☎
43
ー
３
０
０
１

宮
城
県
町
村
会
職
員
の

採
用
試
験
を
実
施

　
宮
城
県
町
村
会
で
は
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
職
種 

上
級（
大
学
卒
業
程
度
）

事
務

コロナ対策お知らせ イベント相談 募集― 9 ―



　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、

今
年
も
全
国
各
地
で
豪
雨
災

害
や
地
震
災
害
が
容
赦
な
く

発
生
し
、
多
く
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
激
甚
化
す
る
災
害
か
ら
命

事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

　
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
は
、
市

町
村
が
発
令
す
る
避
難
情
報

で
す
。

　
「
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
」

は
、
気
象
庁
な
ど
が
防
災
気

象
情
報
を
危
険
度
に
応
じ
て

発
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
警

戒
レ
ベ
ル
と
警
戒
レ
ベ
ル
相

当
情
報
と
は
、
必
ず
し
も
一

致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
の
伝
達
は
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
で
行
い

ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
を
聞
き

を
守
る
た
め
に
、
正
し
い
知

識
に
基
づ
い
た
行
動
が
と
れ

る
よ
う
、
個
人（
自
助
）だ
け

で
は
な
く
、
家
庭
内
や
地
域

単
位（
共
助
）で
万
全
に
備
え

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
防
災
交
通
班

　
☎
43
ー
２
１
１
６

５段階の警戒レベルと
気象情報ととるべき行動

警戒レベル５
命の危険

直ちに安全確保
《緊急安全確保》

（大雨特別警報相当）

ここまで必ず避難！

警戒レベル４
危険な場所から

全員避難
《避難指示》

（土砂災害警戒情報相当）

警戒レベル３
危険な場所から

高齢者等は避難する
《高齢者等避難》

（大雨・洪水警報相当）

警戒レベル２
避難行動を確認する

（大雨・洪水注意報相当）

警戒レベル１
災害への心構えを高める

避難生活の安全性を高め、不自由さを軽
減するために、このような資機材を涌谷
町では備蓄しています。

クッションシート

段ボール製間仕切り

広 報 わ く や 令和3年9月1日発行 ― 10 ―



逃
さ
な
い
よ
う
、
防
災
行
政

無
線
と
同
じ
情
報
を
携
帯
電

話
で
取
得
で
き
る
涌
谷
町
す

ぐ
メ
ー
ル
に
登
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
避
難
行
動
を
速
や
か
に

と
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
防

災
マ
ッ
プ
で
身
近
に
危
険
が

な
い
か
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

避
難
時
に
用
意
す
べ
き
も
の

　
涌
谷
町
で
は
、
各
避
難
所

に
上
記
の
よ
う
な
資
機
材
を

備
蓄（
公
助
）し
て
い
ま
す
が
、

避
難
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
が

用
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。

☑
飲
料
水
・
食
料
品

☑
衣
類
・
防
寒
具

☑
懐
中
電
灯　
☑
貴
重
品

☑
携
帯
電
話
・
充
電
器

☑
常
備
薬
・
医
薬
品

☑
健
康
保
険
証

☑
テ
ィ
ッ
シ
ュ　
☑
マ
ス
ク

☑
上
履
き

☑
衛
生
用
品（
消
毒
液
）な
ど

涌谷町で備蓄している主な避難生活用品

飛
ひ

沫
ま つ

飛散防止シート

アルミ製保温シート

間仕切りテント

大型扇風機

救急箱 段ボール製ベッド

ブルーヒーター

避難所用トイレ涌谷町すぐメール登録用ＱＲコード

フィーチャーフォン スマートフォン

― 11 ―



７職員の福祉および利益の保護の状況

８公平委員会（宮城県人事委員会へ委託）の
　業務の状況

３職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４職員の分限および懲戒処分の状況

５職員の営利企業等従事許可

６職員の研修および勤務成績の評定の状況

●職員の健康診断の状況

●職員の勤務時間（一般職の標準的なもの） ●時間外勤務および休日勤務などの状況

●休暇制度の概要

●職員の研修の実施状況

●勤務成績の評定の実施状況

●公務災害補償制度の状況

区分 受診者数 内容など
総合健康診断

（人間ドック） 79人 40歳以上の希望する職員

定期健康診断 251人 上記以外の職員

婦人検診 乳がん　　44人
子宮がん　40人

30歳以上の希望する職員
の乳･子宮がん検診

脳ドック 14人 頭･頚
け い

部
ぶ

検査など
計（延べ人数） 428人

加入団体 災害件数
地方公務員災害補償基金宮城県支部 1件

●年次有給休暇の取得状況
　（令和2年1月1日～令和2年12月31日）
　全職員に対し、1年につき20日間付与（前年に未使用日数が
ある場合は、最大20日を翌年へ繰越し）

区分 概要 備考
病気休暇 公務上の傷病、結核性疾患、公務外の傷病 有給

特別休暇

公民権行使、ボランティア、公の職務執行、
社会貢献活動、結婚、妊産婦の母胎等の健
康保持、産前・産後、妻の出産、保育時間、
忌引、夏期休暇など

有給

介護休暇 配偶者、子、父母などの介護 無給

（１）勤務条件に関する措置の要求の状況 0件
（２）不利益処分に関する不服申し立て状況の状況 0件

人事行政の運営などの状況に関する

問い合わせ先

総務課総務班　☎43-2111

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38時間45分 8時30分 17時15分 12時～13時

職員一人当たりの平均取得日数 取得率
9.2日 23.2％

勤務総時間数 職員1人当たりの月平均時間数
6,691時間 3.7時間

（１）分限処分者　休職　　　4人
（２）懲戒処分者　減給　　　0人
　　　　　　　　訓告など　0人

（１）報酬を得て事業または事務に従事する場合　3人

研修区分 受講者数 研修内容など

研修所
研修　

階層別研修 9人 勤続年数、職階による
研修

各種専門研修 14人 専門知識・技術などの
習得

職場内研修 5人 新規採用職員研修

その他の研修 6人 民間研修
（オンライン）

計 34人

評定回数 2回 評定時期 4月・10月

広 報 わ く や 令和3年9月1日発行 ― 12 ―



１職員の任免および職員数に関する状況

２職員給与の状況（令和2年4月1日）

●部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

●令和2年度採用者数および退職者数

●一般行政職

●技能労務職

●退職の状況（令和3年3月31日）

平成31年 令和2年 増減数

一
般
行
政
部
門

議会 4人 4人 0人
総務 40人 39人 △1人
税務 10人 9人 △1人
労務 0人 0人 0人
農水 13人 12人 △1人
商工 4人 4人 0人
土木 8人 8人 0人
民生 30人 28人 △2人
衛生 10人 10人 0人
小計 119人 114人 △5人

特別行政 教育 37人 41人 4人
普通会計合計 156人 155人 △1人

公
営
企
業
等

病院 116人 120人 4人
水道 6人 6人 0人

下水道 3人 3人 0人
その他 47人 50人 3人
小計 172人 179人 7人

合　計 328人 334人 6人

区分 採用者数 退職者数
一般行政職 7人 11人

医療職 9人 19人
労務職 0人 0人
合計 16人 30人

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 ラスパイレス指数

涌谷町 41.1歳 289,125円 319,426円 94.4
宮城県 42.2歳 319,143円 420,458円 100.1

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

涌谷町
52.4歳 277,575円 297,669円

うち用務員 52.6歳 272,700円 295,252円
うち自動車運転手 52.3歳 292,200円 320,706円

宮城県 52.8歳 311,140円 354,591円

退職事由 人数 退職事由 人数
定年退職 16人 死亡退職 0人
勧奨退職 1人 再任用任期満了 2人
普通退職 11人 懲戒免職 －

合計 30人

※「平均給料月額」とは、令和2年4月1日現在における職員の基本給です。
※「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものです。
※「ラスパイレス指数」とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

涌谷町の人事行政の運営等の状況を公表します
　「涌谷町における人事行政の運営等の状況の公表に関する条例｣ に基づき、職員数や給与などの状況
をお知らせします。
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【
サ
ポ
ー
ト
体
制
】

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は

身
近
な
人
や
相
談
機
関
に
話

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

［
宮
城
県
自
死
対
策
推
進
セ

ン
タ
ー
］

▼
受
付
時
間　
９
時
～
16
時

（
土
日
祝
日
年
末
年
始
除
く
）

▼
内
容　
死
に
た
い
く
ら
い

悩
ん
で
い
る
と
き
の
相
談

▼
連
絡
先�

☎
23

−

０
０
２
８

［
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
］

▼
受
付
時
間　
毎
日
16
時
～

21
時
・
毎
月
10
日
24
時
間（
８

時
～
翌
８
時
）

▼
内
容　
死
に
た
い
く
ら
い

悩
ん
で
い
る
と
き
の
相
談

▼
連
絡
先

☎
０
１
２
０

−

７
８
３

−

５
５
６

［
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宮
城・岩
手・福
島
専
用
回
線
）］

▼
受
付
時
間　
毎
日
24
時
間

▼
内
容　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

や
つ
ら
い
気
持
ち
を
聞
い
て

ほ
し
い
と
き
の
相
談

▼
連
絡
先

☎
０
１
２
０

−

２
７
９

−

２
２
６

【
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
】

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、

自
殺
へ
と
傾
い
て
い
る
人
に

気
づ
き
、
支
え
、
命
を
守
る

門
番
で
す
。

　

心
理
、
社
会
的
問
題
や
生

活
上
の
問
題
、
健
康
上
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
人
な

ど
、
自
殺
の
危
険
を
抱
え
た

人
々
に
気
づ
き
適
切
に
か
か

わ
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
。
特

別
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

気
づ
き
役
と
し
て
の
視
点
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
町

で
は
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
包
括
支
援
班

　

☎
43

−

５
１
１
１

　
（
内
線
５
２
４
・５
５
４
）

え
た
」
と
回
答
し
た
人
が
約

30
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

大
切
な
人
や
身
近
な
人
が

悩
み
を
抱
え
、
い
つ
も
と
違

う
様
子
だ
っ
た
ら
、
話
題
を

そ
ら
し
た
り
、
安
易
に
励
ま

し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
押

し
付
け
た
り
せ
ず
、
そ
ば
で

静
か
に
話
を
聴
い
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

【
適
切
な
医
療
機
関
や
専
門

機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

防
げ
る
自
殺
も
あ
る
】

　

相
談
を
受
け
た
側
も
、
一

人
で
は
抱
え
込
ま
ず
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
上
で
、

本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

や
気
持
ち
を
理
解
し
て
く
れ

る
家
族
や
友
人
、
上
司
な

ど
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
協
力

を
求
め
ま
し
ょ
う
。
心
の
病

気
や
社
会
・
経
済
的
な
問
題

な
ど
を
抱
え
て
い
る
な
ら
ば
、

公
的
相
談
機
関
、
医
療
機
関

な
ど
の
専
門
家
に
つ
な
げ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

知
っ
て
ほ
し
い
、

あ
な
た
や
大
切
な
人
の

「
い
の
ち
」
を
守
る
こ
と

【
死
に
た
い
、
と
い
う
思
い

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
特
別

な
こ
と
で
は
な
い
】

　

家
庭
、
仕
事
、
健
康
、
経
済
、

学
校
、
恋
愛
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
が
重
な
り
、「
死
ぬ

し
か
な
い
」
と
い
う
考
え
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
は
、
特

別
な
人
だ
け
に
起
こ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
話
を
聴
い
て
も
ら
う
、
聴

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
「
い
の

ち
」
を
救
う
こ
と
に
】

　

国
の
調
査
で
は
「
家
族
や

友
人
、
職
場
の
同
僚
、
身
近

な
人
に
悩
み
を
聴
い
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
自
殺
へ
と
傾

い
て
い
た
気
持
ち
を
乗
り
越

　

平
成
15
年
に
、
世
界
保
健

機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）と
国
際
自
殺

予
防
学
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）が
共

同
開
催
し
た
世
界
自
殺
予
防

会
議
で
、
自
殺
に
対
す
る
注

意
・
関
心
の
喚
起
と
、
自
殺

防
止
の
た
め
の
行
動
促
進
を

目
的
に
、
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
日
本
で
は
９
月

10
日
～
９
月
16
日
を
自
殺
予

防
週
間
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
、

誤
解
や
偏
見
を
な
く
し
、
正

し
い
知
識
の
普
及
や
自
殺
の

危
険
に
気
付
い
た
時
の
対
処

方
法
に
つ
い
て
、
国
民
の
理

解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
・
９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
な
い

町
を
目
指
し
て
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多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
涌
谷
町
と
認
知
症
】

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30

年
度
ま
で
に
東
北
大
学
と
共

同
実
施
し
た
認
知
症
リ
ス
ク

調
査
の
結
果
、
本
町
で
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に

比
べ
脳
血
管
性
認
知
症
の

リ
ス
ク
が
全
国
に
比
べ
て
非

常
に
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
で
脳
血
管
性
認
知

症
は
予
防
で
き
ま
す
。
高
血

圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症

な
ど
で
服
薬
中
の
人
は
、
飲

み
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

大
切
で
す
】

　

認
知
症
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
進
行
を
遅
ら
せ
、

症
状
を
軽
減
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
疾
患
で
も
認

知
症
の
症
状
を
示
す
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
疾

患
の
場
合
は
、
適
切
な
治
療

で
症
状
が
劇
的
に
よ
く
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
早
期
の

受
診
が
大
切
で
す
。

【
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
】

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

　

認
知
症
の
こ
と
や
認
知
症

の
本
人
へ
の
対
応
の
仕
方
を

知
り
た
い
と
い
う
人
が
、
５

人
以
上
集
ま
れ
ば
開
講
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
包
括
支
援

班
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
認
知
症
関
連
図
書
コ
ー

ナ
ー
の
設
置

　

９
月
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
に
合
わ
せ
、
涌
谷
公
民

館
の
図
書
室
に
認
知
症
関
連

図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
認
知
症
の
本
人
や
介
護

者
の
気
持
ち
、
対
応
方
法
を

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
絵
本

や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
揃そ

ろ

え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

カ
フ
ェ
「
さ
く
ら
カ
フ
ェ
」

　

認
知
症
に
悩
ん
だ
り
、
関

心
が
あ
る
人
が
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
学
び
相
談
で
き

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　
９
月
24
日（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時

●
場
所　
涌
谷
公
民
館
会
議
室

●
対
象　

認
知
症
の
本
人
、

介
護
を
し
て
い
る
家
族
、
関

心
が
あ
る
人
な
ど

　

定
員
10
人

●
内
容　
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
宮
城
県
支
部　

堀ほ
り

籠ご
め

久く

実み

氏
と
立た

ち

花ば
な

由ゆ

紀き

子こ

氏
に

よ
る
講
話

●
参
加
料　
１
人
１
０
０
円

～（
お
茶
代
）

●
申
込
方
法　
事
前
に
福
祉

課
包
括
支
援
班
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

９
月
16
日

（
木
）（
定
員
に
達
し
次
第
締

切
）

●
そ
の
他　
今
回
は
講
話
中

心
で
す
。
体
温
が
37
・
５
度

以
上
あ
る
な
ど
体
調
が
悪
い

人
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況

で
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
認
知
症
専
門
医
受
診
や
介

護
に
関
す
る
相
談

　
「
病
院
に
連
れ
て
い
き
た

い
け
ど
本
人
が
拒
む
」
な

ど
、
受
診
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
福
祉
課
包
括
支
援
班
で

は
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
」
と
し
て
医
療
や
介

護
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
認

知
症
が
疑
わ
れ
る
本
人
と
そ

の
家
族
を
訪
問
し
必
要
な
医

療
や
介
護
に
つ
な
ぐ
初
期
の

支
援
を
集
中
的
に
行
い
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
カ
フ
ェ
の

申
し
込
み
先
】

　

福
祉
課
包
括
支
援
班

　

☎
43
ー
５
１
１
１

　
（
内
線
５
２
４
・５
５
４
）

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
・
９
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

み
ん
な
で
知
ろ
う 

認
知
症
の
こ
と

　

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
で
、
本
人
や
家
族

の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
の
啓
発
活
動
が
世
界
各
国

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
と
は
脳
の
病
気

に
よ
り
獲
得
し
て
い
た
複

数
の
能
力
が
失
わ
れ
、
そ
れ

が
長
時
間（
お
お
む
ね
６
カ

月
以
上
）続
き
、
社
会
活
動

の
水
準
が
低
下
す
る
状
態
で

す
。
症
状
は
①
新
し
い
こ
と

を
覚
え
ら
れ
な
い
②
考
え
る

ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
③
時

間
や
季
節
の
感
覚
が
薄
れ
る

④
物
事
を
順
序
良
く
進
め
ら

れ
な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
原
因
疾
患
は
、

多
く
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
と
脳
血
管
性
認
知
症

に
大
別
さ
れ
、
全
国
的
に
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
が
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9月の納付と納期限

決められた納期限まで納付しましょう
国保税 　　　　　３ 期
介護保険料　　 　３ 期
固定資産税 　　　３ 期
後期高齢保険料 　３ 期
上下水道料金　　９月分

納期限は、9月30日（木）まで

《防災行政無線の内容を確認できるサービス》
聞き逃した直前の防災行政無線の内容を確認できます。
テレフォンサービス（無料通話）
☎0800-800-9949
メール配信サービス（登録無料）

さまざまなお悩みに合った相談窓口を開設しています
相談名 日時 場所 相談内容 問い合わせ先

人 権 相 談 9月14日（火）
10:00～15:00

役場
第一会議室 虐待や差別、いじめなどの人権問題。

町民生活課町民生活班
☎43-2113行 政 相 談 9月14日（火）

10:00～12:00
役場
第一会議室 国、県、町の行政全般についての苦情や意見要望。

消 費 生 活 相 談 毎週月・木曜日
9:00～15:00

町民生活課　
町民生活班

クーリング・オフなどの消費生活に関する悩み
や疑問。

も の 忘 れ 相 談 月曜日～金曜日
9:00～17:00

町民医療福祉
センター 本人、家族のもの忘れや認知症に関すること。 福祉課包括支援班

☎43-5111（内線514）

生 活 相 談 9月22日（水） 
13:00～15:00

箟岳地域
ケアセンター
相談室

日常生活上の心配ごとや困りごと。 涌谷町社会福祉協議会
☎43-6661

青 少 年 相 談 月曜日～金曜日
9:00～17:00 涌谷公民館 青少年非行の早期発見、青少年の悩みなどの相

談に関すること。
青少年相談室
☎43-5191

栄 養 相 談 9月17日（金） 
9:00～17:00

町民医療福祉 
センター

食事と栄養に関することならなんでも気軽に相
談ください。

健康課健康づくり班
☎43-5111（内線510）

精神保健福祉相談 9月22日（水） 
14:00～15:00

大崎合同庁舎
2階診察室

心の悩みを抱えている人の相談に応じます。
北部保健福祉事務所

（大崎保健所）
母子・障害第二班
☎87-8011
※相談は予約制です

思春期・青年期
ひきこもり相談

9月27日（月） 
13:00～16:00

自宅に引きこもっている人やその家族の人の相
談に応じます。

ア ル コ ー ル
関 連 問 題
相談・家族教室

9月7日（火） 
11:00～

アルコールやギャンブルなど複雑な問題で困っ
ている人の相談に応じます。

障害者福祉相談 月曜日～金曜日
8:30～19:00 結の郷わくや 身体・知的・精神の3障害の相談に応じます。

涌谷町基幹相談支援セン
ター（結の郷わくや内）　
☎25-9675

農 家 相 談 9月6日（月）
9:00～10:30

役場まちづく
り会議室

農地の移動や転用、農業者年金などについて、
農業委員と農業委員会事務局が相談に応じます。
相談に応じる農業委員は、日野善勝委員、佐々
木弘美委員、及川ふじ子委員です。

農業委員会事務局総務班
☎43-2120

農業委員会総会 9月24日（金） 
9:00～ 役場大会議室 農地利用の許可申請について農業委員が協議し

ます。どなたでも傍聴できます。

夜 間 納 税 相 談 9月29日（水）
17:15～19:00 税務課納税班 納税にかかわる相談に対応します。 税務課納税班

☎43-2114

スマートフォン・PC ガラケー

役場各課・施設・団体の電話番号

■新型コロナウイルス感染症対策室 ☎２５ー３６３０
■議会事務局� ☎４３ー２１２７
■総務課� ☎４３ー２１１１
■防災交通班� ☎４３ー２１１６
■企画財政課� ☎４３ー２１１２
■町民生活課� ☎４３ー２１１３
■税務課� ☎４３ー２１１４
■会計課� ☎４３ー２１１８
■まちづくり推進課� ☎４３ー２１１９
■農林振興課� ☎２５ー８５１１
■農業委員会事務局� ☎４３ー２１２０
■建設課� ☎４３ー２１２９
■上下水道課� ☎４３ー２１３１
■教育総務課� ☎４３ー２１４０
■生涯学習課・涌谷公民館� ☎４３ー３００１
■町民医療福祉センター� ☎４３ー５１１１
□健康課  □福祉課  □総務管理課  □子育て支援室 各課共通
■わくや天平の湯� ☎４３ー６３３０
■天平ろまん館� ☎４３ー２１００
■くがね創庫� ☎４３ー６０６６
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